
第114号
新春号

2025年 1 月

会員数 661 名（男性 445 名　女性 216 名）　令和 7 年 1 月 1 日現在
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
令
和
７
年
の
新

春
を
家
族
と
と
も
に
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

普
及
啓
発
活
動
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

「
Ｇ
ジ
ェ
ネ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
を

商
工
会
議
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
も
引
き
続
き
開
催
予
定
で
す
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
体
操
教

室
で
は
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
地
区
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。
地
区
会
は
会
員
同
士
及
び
、
事

務
局
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

理
事
長　
　
　

渡
邉　

郁
男

奉
仕
活
動

奉
仕
活
動

東
地
区

11
月
17
日
（
日
）
17
名

　

東
幼
稚
園　

園
庭
・
園
舎
清
掃

中
央
地
区

6
月
１
日
（
土
）
13
名

　

地
区
の
ゴ
ミ
拾
い

10
月
５
日
（
土
）
雨
天
中
止

北
地
区

10
月
26
日
（
土
）
５
名

　

加
茂
川
保
育
園　

除
草
清
掃

北
上
第
一
地
区

６
月
29
日
（
土
）
11
名

　

北
上
文
化
プ
ラ
ザ　

除
草
清
掃

※表紙は絵画教室の生徒の方々が描いた干支（巳）の絵

図
る
大
切
な
会
合
で
す
。
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

会
員
数
は
令
和
元
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
仲
間
を
一
人
で
も
増
す

た
め
、
会
員
一
人
一
会
員
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

役
員
、
職
員
、
会
員
が
連
携
し
て
普

及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年

度
途
中
の
入
会
者
に
対
し
て
は
初
年

度
の
会
費
を
減
額
す
る
対
応
を
取
り
、

入
会
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
る
活
動
と
し
て
互
助

会
活
動
が
あ
り
ま
す
。
日
帰
り
旅
行
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
、
新
年
会
、
多
数
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
す
べ
て
の

高
齢
者
が
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
「
生

涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
当

セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

主
・
自
立
・
協
働
・
共
助
」
の
精
神

の
も
と
、
会
員
が
健
康
で
楽
し
く
元

気
で
就
業
で
き
ま
す
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
22
日
（
火
）
30
名

　

北
上
文
化
プ
ラ
ザ　

除
草
清
掃

北
上
第
二
地
区

５
月
19
日
（
日
）
７
名

　

光
ヶ
丘
公
民
館　

清
掃

10
月
13
日
（
日
）
11
名

　

三
島
市
民
体
育
館　

除
草
清
掃

錦
田
地
区

6
月
15
日
（
土
）
11
名

　

地
区
の
歩
道　

除
草
清
掃

10
月
４
日
（
金
）
雨
天
中
止

中
郷
地
区

10
月
26
日
（
土
）
40
名

　

中
郷
文
化
プ
ラ
ザ　

除
草
清
掃

新
し
い
年
を
迎
え
て

新
し
い
年
を
迎
え
て
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三
島
市
長　
　
　

豊
岡　
武
士

地
区
会
報
告

地
区
会
報
告

東
地
区

12
月
18
日
（
水
）
18 

名

　

三
島
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

中
央
地
区

10
月
３
日
（
木
）
16
名

　

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

北
地
区

10
月
25
日
（
金
）
30
名

　

加
茂
川
１
区
公
民
館

北
上
第
一
地
区

10
月
22
日
（
火
）
25
名

　

北
上
文
化
プ
ラ
ザ　

北
上
第
二
地
区

10
月
28
日
（
月
）
15
名

　

光
ヶ
丘
県
営
集
会
所

錦
田
地
区

10
月
４
日
（
金
）
25
名

　

錦
田
公
民
館

中
郷
地
区

10
月
26
日
（
土
）
40
名

　

中
郷
文
化
プ
ラ
ザ　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

三
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
物
価
の
上
昇
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
中
東
を
め
ぐ
る
地
域
情
勢
の

影
響
等
に
よ
り
、
先
行
き
が
不
透
明

な
状
況
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
中
で
緩
や
か

な
回
復
が
続
き
ま
し
た
。

　

三
島
市
で
は
、
三
島
駅
南
口
東
街

区
再
開
発
事
業
の
工
事
に
着
手
い
た

し
ま
し
た
ほ
か
、
三
島
市
大
場
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
事
業
化

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
事
業
者

が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
業
務
代
行
予

定
者
」
と
な
る
進
展
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、文
化
面
に
お
い
て
も「
絵

本
の
ま
ち
三
島
」
の
推
進
の
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
重
要
施
策
で

あ
る
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
」、

「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
の
3
つ

の
柱
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
関
連
付
け
な
が

ら
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト

市
役
所
の
推
進
に
よ
る
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
」
を
推

進
い
た
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
新
庁

舎
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

し
い
時
代
に
対
応
し
た
利
便
性
の
高

い
施
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、
跡
地

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
ま
ち
な
か
に

一
層
の
賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ
う

鋭
意
取
り
組
む
所
存
で
す
。
他
方
、

ユ
ニ
ー
ク
で
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、

深
刻
化
す
る
少
子
化
を
食
い
止
め
る

た
め
、
結
婚
の
促
進
に
向
け
た
施
策

の
検
討
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
多
方
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
て
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
ま
ち
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る

ご
発
展
と
健
や
か
に
年
を
重
ね
ら
れ

ご
活
躍
さ
れ
る
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
に
あ
た
っ
て
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北
上
第
一
地
区

　
永
沼　
和
則

北
地
区　

　
山
形　
克
衛

中
郷
地
区

　
山
口　
誠
二

中
央
地
区

　
齋
藤
　
正
子

錦
田
地
区

柴
田　
努

北
上
第
二
地
区　

　
松
本
　
白

北
地
区

　
三
浦
　
春
美

満
72
才
を
迎
え
て
も
心
身
共
に

健
康
で
働
く
希
求
を
持
ち
続
け
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
以
外
の
新
た

な
業
種
に
挑
戦
し
た
い
意
欲
と
好
奇

心
に
溢
れ
て
い
る
自
分
が
不
思
議
で

あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
自
己

啓
発
に
勤
し
み
な
が
ら
一
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
後
期
青
春
時
代
を

歩
み
続
け
た
い
。

 

私
の
座
右
の
銘
「
生
き
て
い
る
限

り
青
春
」。
今
年
は
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
友
達
の
輪

を
広
げ
旅
行
な
ど
楽
し
み
た
い
。
趣

味
の
ゴ
ル
フ
は
年
間
30
回
エ
ー
ジ
シ

ュ
ー
ト
５
回
以
上
を
目
標
に
頑
張
る
。

健
康
管
理
は
毎
日
７
０
０
０
歩
以
上

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
遵
守
し
体
力
の

　

昭
和
16
年
3
月
東
京
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
我
が
家
は
三
島
に
あ
り
ま
し

た
が
、
父
親
の
仕
事
の
都
合
で
東
京

に
進
出
し
た
の
で
す
。
戦
災
で
被
災

し
、
４
歳
で
三
島
に
戻
り
、
三
島
で

育
ち
ま
し
た
。　
　

　

80
年
余
り
大
き
な
自
然
災
害
は
あ

り
ま
し
た
が
、
戦
争
が
な
い
平
和
な

時
代
を
過
ご
せ
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
の
情
勢
は
不
透
明
で
す
が
、

よ
き
世
界
が
続
く
こ
と
を
願
う
次
第

で
す
。

　

一
念
発
起
し
て
始
め
た「
自
分
史
」

の
作
成
が
、昨
年
よ
う
や
く
完
成
し
、

ホ
ッ
ト
し
た
気
持
ち
で
、
７
回
目
の

巳
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
先
も
夢
を
忘
れ
ぬ
毎
日
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に

今
年
の
夢
は
、三
島
市
美
術
展
の「
油

絵
」
に
入
選
で
す
。
絵
に
描
い
た
餅

に
な
ら
ぬ
よ
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
気

合
！
」
か
な
？

　

巳
年
生
ま
れ
の
私
は
72
歳
の
年
男

を
迎
え
ま
し
た
。
今
迄
多
く
の
友
人

に
恵
ま
れ
良
き
人
生
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
家
庭
、
友
人
を
大
切

に
健
康
に
も
留
意
し
て
穏
や
か
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
又
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
に
お
い

て
は
、
今
年
か
ら
次
の
巳
年
迎
え
る

迄
に
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
。

巳
年
会
員

巳
年
会
員  

      
今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

新
年
を
迎
え
て
、
毎
日
を
元
気

に
過
ご
し
て
元
気
に
頑
張
り
ま

す
。
除
草
の
仕
事
で
指
名
を
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
様
を
大
事
に
し

　

シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
11
年
目
を
迎

え
る
年
に
な
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
普
段
事
務
所
の
お
掃
除
を

し
て
い
て
段
々
体
も
老
体
に
な
り
、

き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
社
会
と

て
、
ま
た
、
新
し
く
仕
事
を
く
れ

た
お
客
様
も
大
事
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
シ
ル
バ
ー
で
頑
張
り
ま
す
。

の
つ
な
が
り
と
自
分
の
健
康
の
為
に

も
も
う
少
し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

維
持
向
上
に
努
め
る
。
以
上
。
仕
事

の
依
頼
待
っ
て
ま
す
。
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北
上
第
一
地
区

　

 

中
村　
洋
子

北
地
区

　
三
木　
富
樹

北
上
第
一
地
区

　
鳥
居　
春
彦

中
央
地
区　

　
青
木　
眞
子

錦
田
地
区

　
渡
邉　
好
子

中
郷
地
区

　
杉
山
か
つ
子

北
地
区

　
渥
美　
均
也

　

早
い
も
の
で
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会

し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
諸
先
輩

方
に
色
々
と
、
お
教
え
仰
ぎ
な
が
ら

　

新
し
い
年
を
迎
え
シ
ル
バ
ー
さ
ん

に
入
会
し
て
、
早
８
年
が
過
ぎ
職
場

の
人
達
と
も
楽
し
く
仕
事
を
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

院
長
先
生
も
「
健
康
が
続
く
限
り

頑
張
っ
て
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
楽
し
く
仕
事
を
健
康
が

続
く
限
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
６
年
目
に

な
り
ま
す
。
公
園
管
理
の
仕
事
を
紹

介
さ
れ
て
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
仕

事
だ
な
と
思
い
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
配
り
、

少
し
で
も
長
く
好
き
な
魚
釣
り
と
シ

ル
バ
ー
と
残
さ
れ
た
人
生
を
元
気
で

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
と
な
り
ま
す
。
私
に

と
っ
て
は
、
６
回
目
の
巳
年
と
な
り

ま
す
。
早
い
も
の
で
す
ね
。

　

６
回
目
の
巳
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
過
ご
そ
う

か
と
考
え
る
と
、
ま
ず
健
康
で
あ
る

　

巳
年
は
、
復
活
と
再
生
を
意
味
し

次
の
生
命
が
誕
生
す
る
、
新
し
い
こ

と
が
始
ま
る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
女
は
良
く
も
悪
く
も
変
化
が

起
こ
る
年
齢
と
い
わ
れ
る
た
め
日
々

の
体
調
の
変
化
に
気
を
配
り
な
が
ら

前
向
き
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
人
生
を
実
り
あ
り
何
か
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
、
幸
せ
な
こ
と
に
健

康
に
恵
ま
れ
、
７
回
目
の
巳
年
を
無

事
に
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

の
お
仕
事
、
午
後
は
趣
味
の
絵
画
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
通
い
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
健
康
第
一
に
社
会
、
お

友
達
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
日
々
過

ご
せ
る
事
を
感
謝
し
、
目
標
は
90
歳

に
届
く
「
未
来
レ
タ
ー
」
を
楽
し
み

に
第
３
の
人
生
を
元
気
に
送
り
た
い

で
す

　

活
気
の
あ
る
方
々
に
出
会
え
て
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
絵
画
・
音
楽
・

演
劇
な
ど
の
鑑
賞
が
好
き
、
e
ス

ポ
ー
ツ
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

旅
行
も
し
た
い
。
そ
の
為
に
も
心
身

共
に
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
続
け
て
い
き
ま
す
。〞巳
”

に
は
出
会
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。

今
日
迄
、
元
気
に
頑
張
っ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
６
回
目
の
巳
年
（
年
男
）

を
迎
え
て
、
日
々
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
健
康
に
注
意
し
充
実
し

た
生
活
を
送
り
、
仕
事
に
取
り
込
め

る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
と
。
そ
の
た
め
、
趣
味
を
適
当
に
、

仕
事
も
適
当
に
こ
な
し
、
生
活
し
て

い
き
た
い
。「
ま
ず
は
健
康
、
妻
と

は
仲
良
く
」
で
す
。
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東
地
区

　
森　
栄
二

中
郷
地
区

　
藍
田　
武
敏

錦
田
地
区

 
富
永
小
百
合

錦
田
地
区

　
松
田
由
美
子

　

令
和
４
年
か
ら
駐
輪
場
勤
務
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
３
度
目
の
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
２
年
前

に
大
病
で
入
院
し
た
際
は
職
場
の
諸

先
輩
達
の
サ
ポ
ー
ト
で
治
療
に
専
念

で
き
ま
し
た
。

　

巳
年
は
脱
皮
す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
「
復
活
と
再
生
」
を
意
味
す
る

と
の
こ
と
。
元
気
な
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

北
海
道
深
川
か
ら
三
島
に
移
り
住

ん
で
早
７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
４
年

前
に
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
登
録
し
て
す

ぐ
に
個
人
病
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
優
し
い
方
々
に
囲
ま
れ
楽

し
く
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
２
年

前
に
転
ん
だ
時
も
同
僚
に
助
け
て
も

ら
い
現
在
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
感
謝
で
す
。
72
歳
今
年
も
元

気
で
頑
張
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
72
才
に
な
り
ま
す
。
子

供
の
頃
は
優
し
い
両
親
に
育
て
ら
れ

何
の
苦
労
も
な
く
育
ち
ま
し
た
。
結

婚
し
て
か
ら
は
、
本
当
に
色
々
な
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
健
康
で
い
ら
れ
る
事
に
感

謝
し
て
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

私
の
抱
負
は
古
文
書
を
読
む

こ
と
で
す
。
切
っ
掛
け
は
先
祖
の
古

文
書
で
し
た
。
古
文
書
勉
強
に
は
古

文
書
を
読
む
、
時
代
の
背
景
を
理
解

す
る
、
其
の
外
多
種
の
理
解
が
必
要

で
す
。
先
祖
と
の
つ
な
が
り
等
大
体

理
解
出
来
ま
し
た
。
今
は
郷
土
資
料

館
で
三
嶋
の
古
文
書
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
仲
間
は
７
～
８
人
で
月
２

回
の
勉
強
会
で
す
。
多
く
の
古
文
書

を
理
解
出
来
る
よ
う
に
勉
強
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

  

10
月
19
日(

土)

に
三
島
商
工

会
議
所
さ
ん
し
ん
み
ゅ
う
く
ん
ホ
ー

ル
に
て
２
回
目
の
三
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
イ
ベ
ン
ト
「
Ｇ

ジ
ェ
ネ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
三

島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
独
自

の
事
業
紹
介
、
互
助
会
ク
ラ
ブ
の
三

島
ハ
ー
モ
ニ
カ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ

ん
に
よ
る
演
奏
他
、
地
元
で
活
動
し

て
い
る
団
体
様
に
も
ご
出
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
の
試
食
、

理
事
の
方
々
に
よ
る
ブ
ー
ス
出
展
、

地
元
の
方
に
も
出
店
い
た
だ
き
、
推

定
５
０
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
10
日(

日)

に
は
、

三
島
市
立
北
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
参
加

し
、
手
芸
グ
ル
ー
プ
す
み
れ
会
の
皆

さ
ん
が
作
品
を
販
売
、
役
職
員
で
チ

ラ
シ
を
３
０
０
部
配
布
し
ま
し
た
。

普
及
啓
発
活
動

普
及
啓
発
活
動

Gジェネフェスタ2024
ふれあいまつり
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安
全
委
員

　
木
下　
卓
麻

　

今
年
１
月
よ
り
安
全
委
員
を
拝
命

し
、こ
こ
数
カ
月
間
で
様
々
な
災
害
や

事
故
例
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
特
に
目
を
引
い
た
の
は

刈
払
い
機
に
よ
る
飛
び
石
事
故
が
多

い
事
で
し
た
。刈
払
い
機
に
よ
る
草

刈
り
作
業
は
、必
ず
保
護
具
と
保
護

ネ
ッ
ト
で
養
生
し
て
か
ら
作
業
に
取

り
掛
か
る
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
で

実
施
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
状
で
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
に
刈

払
い
機
に
よ
る
車
や
家
屋
の
ガ
ラ
ス

破
損
が
６
月
に
１
件
、９
月
に
２
件

発
生
し
て
お
り
、全
国
的
に
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。相
手
が
人

で
あ
れ
ば
傷
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。補
償
額
は
３
件
で
26
万
円
に
も

お
よ
び
、保
険
対
応
と
は
い
え
一
生
懸

命
作
業
さ
れ
た
結
果
が
マ
イ
ナ
ス
の

　

８
月
21
日（
水
）と
10
月
10
日（
木
）

の
２
日
間
でsm

ile to sm
ile

の
登

録
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。合
計
30
名
が
参
加
し
、現
在
の
登

録
者
数
は
４
４
３
名
で
約
67
％
の
会

員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。今
後
、配
分

金
明
細
、お
仕
事
紹
介
、事
務
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
等sm

ile to sm
ile

配

信
に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
会
員

は
登
録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。登
録

の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
は
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。(

ス
マ
ホ
、タ
ブ

レ
ッ
ト
、パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方

を
除
く)

結
果
で
は
当
事
者
と
し
て
も
本
当
に

残
念
な
事
と
思
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
で

は
、三
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
今
後
の
草
刈
り
作
業
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、こ
こ
は

他
人
事
に
せ
ず
に
関
係
者
で
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
べ
き

か
を
考
え
て
い
く
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
、こ
れ
か
ら

半
年
間
で
皆
様
と
共
同
し
て
ど
う
す

べ
き
か
を
考
え
て
い
き
、来
年
は
関

係
者
全
員
が
安
心
し
て
草
刈
り
作
業

が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。ち

な
み
に
枚ひら
方かた
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
「
回
転
ハ
サ
ミ
式
刃
」を
採

用
し
て
17
年
間
無
事
故
継
続
し
た
と

の
こ
と
で
す
。回
転
ハ
サ
ミ
刃
は
重
い

と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、安
全
と
ど
ち

ら
を
選
ぶ
か
を
も
う
一
度
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安
全
委
員
会
だ
よ
り

sm
ile to sm

ile
登
録
サ
ポ
ー
ト
講
習
会

職員がマンツーマンで
　　　　　　サポートします！

◀︎ 11 月 県シ連安全巡回視察の様子

▼  視察後の意見交換

▲  9 月 安全視察の様子
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互
助
会
日
帰
り
旅
行
に

互
助
会
日
帰
り
旅
行
に

　
　
　
　

　
　
　
　

      

参
加
し
て

参
加
し
て

は
じ
め
に
９
月
20
日
残
暑
の
厳
し

い
１
日
で
し
た
。
ま
ず
は
鶴
岡
八
幡

宮
、
小
町
通
り
を
散
策
、
横
浜
中
華

街
で
の
昼
食
は
中
国
料
理
に
呑
づ
つ

み
料
理
は
一
寸
残
念
で
し
た
‼

横
須
賀
軍
艦
め
ぐ
り
、
日
本
の
軍

艦
な
ど
の
船
舶
が
多
く
係
留
し
て
圧

巻
で
し
た
。
波
が
静
か
で
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
。
高
速
道
路
で
は
行
き
も

帰
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
し
ま
し
た
。

快
適
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。
運
転
手
、
ガ
イ

ド
さ
ん
お
疲
れ
様
あ
り
が
と
う
。

中
央
地
区

    
宮
内　
文
夫
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北
地
区

    
高
野
　
邦
雄

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
大
会
大
会
に
参
加
し
て
　
　

に
参
加
し
て
　
　

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
は
曇
り
日
よ
り
で
暑
く
も

な
く
丁
度
良
い
大
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
そ
の
う
ち
汗
が
出

て
来
て
シ
ャ
ツ
が
濡
れ
て
き
ま
し
た
。

上
の
モ
ノ
を
脱
い
で
丁
度
い
い
状
態

で
し
た
。
仕
事
の
汗
と
は
違
い
気
持

ち
の
良
い
汗
。
や
は
り
身
体
を
動
か

す
と
気
分
が
良
く
普
段
の
運
動
不
足

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
が
二
度
目
で
し
た
。
昨

年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
は
ど
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
か
な
？
と
只
見
学
に
行

っ
た
と
こ
ろ
参
加
人
数
に
空
き
が
あ

る
と
の
こ
と
で
急
遽
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
事
で
大
分
緊

張
し
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
兄
弟
の
ク
ラ
ブ
を
貰
っ
て
来
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
古
の
道

具
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
回
は

多
少
の
気
楽
さ
が
あ
り
臨
め
た
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
分
結
果
は
散
々
で

し
た
。
や
は
り
集
中
力
が
不
足
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

少
し
練
習
し
て
次
回
の
参
加
に
備

え
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
役
員

の
皆
様
方
は
じ
め
、
大
会
運
営
に
携

わ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

何
も
手
伝
い
出
来
ず
申
し
訳
な
い
気

で
恥
じ
る
次
第
で
す
。

東
地
区

  

齋
藤
満
夫

錦
田
地
区

  

剛
力
和
子

東
地
区

  

君
川
　
巖
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配 分 金 の 確 定 申 告 に つ い て配 分 金 の 確 定 申 告 に つ い て
１　配分金収入は、所得税法上「雑所得」に区別されます。
　配分金収入の金額は、原則として、総収入金額から必要経費を控除した額です。

２　公的年金も雑所得となりますが、公的年金収入は配分金収入とは別に公的年金等控除　　	
　を行います。
　（控除額の計算については、年齢や受給額によって違います。「公的年金等に係る雑所得の速算	
　表」（「確定申告書の手引き」にあります｡）で算出して下さい。）

３　公的年金収入が 400 万円以下で、その他の所得が２０万円以下である場合には確定　	
　申告をする必要はありませんが、住民税申告が必要な場合があります。

４　配分金の収入からは必要経費として最大 55万円を差し引くことができます。
　（ただし給与	　収入があるかたについては、計算方法が異なりますのでご注意ください。）
	
　〔設例１〕ある会員Ｘ（69 歳）の年間収入は次のようなものでした。
　　　　　  配分金収入：65 万円　　　公的年金収入 :186 万円　

　配分金収入に係る所得控除
　　　（配分金収入）　　　（必要経費　）　〔雑所得（配分金所得）〕
　　　650,000 円　　－　　550,000 円　　＝　　　100,000　　　　
　　　
　Ｘさんについては、公的年金収入が 400 万円以下で、配分金に係る雑所得が 20 万円以下
なので確定申告の義務はありません。

　〔設例２〕ある会員Ｙ（68 歳）の年間収入は次のようなものでした。
　　　　　  配分金収入：80 万円　公的年金収入：140 万円　

　配分金収入に係る所得控除
　　　（配分金収入）　　　（必要経費）　　　〔雑所得（配分金所得）〕
　　　800,000 円　　－　　550,000 円　　＝　　　250,000　　　　　　　　　　

　Ｙさんの場合、公的年金収入の金額が400万円以下ですが、配分金に係る雑所得が20万円を
超えているため、確定申告をしなければいけません。
　ただし、「基礎控除、扶養控除、生命保険料控除、医療費控除など」の所得控除をした課税所
得金額がない場合、確定申告は必要ありません。

５　確定申告の必要がない場合でも、住民税申告が必要な場合があります。

６　問い合わせ先
	 ≪確定申告に関する問い合わせ≫
		  三島税務署（電話 055-987-6711）へご確認ください。
	 ≪住民税申告に関する問い合わせ≫、
		  三島市役所　課税課（電話 055-983-2626）へご確認ください。
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令和 5 年 5 月 1 2 日に、いわゆる「フリーランス法」(「特定受託事業者に係る取引の 適正
化等に関する法律」) が公布されました。この法律の趣旨※を踏まえ、また、フリーランス
法の施行（令和６年１１月）を見据え、シルバー人材センターを利用する会員の方に業務
委託をする契約について、契約方法の見直しを行います。 会員の皆さまがシルバー人材セ
ンターを通じて就業機会の提供を受ける現行の契約 方法では、本来の発注者との間に直接
契約関係が生じる構造となっていません。 このため、会員の皆さまがフリーランス法によ
る保護を受け、安心・安全に就業できる環境を整備する必要があります。また、厚生労働
省からも、シルバー人材センターの契約方法について見直しを行うよう方針が示されてい
ます。 皆さまにおかれましては、契約方法見直しへのご理解をお願いします。

「フリーランス法」の制度を踏まえて
就業機会の提供に関する契約関係を見直します

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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催
し
ま
す
！
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時
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０
０
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。
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ラ
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ク
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だ
さ
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。
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令和 7 年 4 月1日より
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
に

新
年
を
お
迎
え
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
の
件
数
は
減
少
し

た
様
で
す
が
、
ま
た
、
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
と
い
う
訳
の
分
か
ら
な
い
病
原

菌
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
お
互

い
に
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｇ
ジ
ェ
ネ
フ
ェ
ス
タ
は
、
第
１
回

目
よ
り
今
年
度
の
方
が
活
気
が
あ
り

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
巳

年
な
の
で
脱
皮
し
て
昨
年
以
上
に
更

に
前
進
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
会
員
全
員
の
皆
様
が

ご
健
康
で
あ
り
ま
す
様
に
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
広
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鈴
木
邦
保
）

独
自
事
業
紹
介

会
員
相
談
会
に

　
　
　
　

お
越
し
く
だ
さ
い

　

毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
午
前
10

～
11
時
ま
で(

受
付
は
10
時
30
分
ま

で)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
理

事
長
と
副
理
事
長
が
会
員
の
悩
み
事

等
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

Ｇ
ジ
ェ
ネ
の
仲
間
に

　
　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
か

　

就
業
は
も
ち
ろ
ん
仲
間
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り
等
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
楽
し
い
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
友
達
、
お
知
り
合
い
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
入
会
説
明
会
は
、
毎

月
第
2
・
4
水
曜
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
で
す
。

　

　
若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
会
員

以
外
の
方
で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

　
英
会
話
教
室
は
、
火
曜
日
午
前

９
時
～
入
門
コ
ー
ス
・
午
前
10
時
15

分
～
初
級
コ
ー
ス
・
午
前
11
時
30
分

～
中
級
コ
ー
ス
・
午
後
１
時
30
分
～

上
級
コ
ー
ス
。

　

絵
画
教
室
は
、
第
１
、３
木
曜
日
、

１
時
30
分
～
３
時
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

色
鉛
筆
と
水
性
ペ
ン
を
使
っ
て
気

軽
に
絵
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
っ
た
く

初
め
て
の
方
、少
し
経
験
の
あ
る
方
、

久
し
ぶ
り
に
絵
筆
を
持
つ
方
に
最
適

の
教
室
で
す
。

　
補
習
教
室
は
、
月
～
木
曜
日
午

後
３
時
30
分
か
ら
小
中
学
生
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　　

着
付
け
教
室
は
、
毎
週
火
～
木

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
５
時
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
着
物
を
着
た
い
方
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
な
が
ら
繰
り
返
し
練
習
す

る
こ
と
で
綺
麗
な
自
装
を
習
得
し
ま

す
。

　
健
康
体
操
教
室
は
、
金
曜
日
午

前
の
部
10
時
～
11
時
30
分
・
午
後
の

部
２
時
～
３
時
30
分
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

               

シ
ル
バ
ー
事
務
局
ま
で
。
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